
 

広報せんなん４月号から６月号の２１ページに掲載の「今月

の健康診査・予防接種・その他（２００３．４から６）」欄

（一番下の欄）の泉南市献血推進協議会の電話番号が誤って

いましたのでお詫びと訂正をいたします。 

 

正解  

▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（電話 ８２－７６１５） 



５
2003  No455

泉南市立幼稚園（９園）では、一斉に入園式が行われ、今年は３３１人（女の

子１７０人、男の子１６１人）の新しいお友だちがこのめでたき日を迎えました。

新家南幼稚園（写真）でも、桜が満開の中、真新しい制服とかわいい帽子に身

を包んだ園児たち（２５人）が元気いっぱいに入園し、新しい生活をスタートさ

せました。式典では、ちょっぴり緊張気味な子や心配そうな表情で見守るお母さ

ん・お父さんをよそに大はしゃぎしている子がいるなど、個性豊かな入園式とな

りました。 （４月１０日）

うららかな春のひかり
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総額387億7,141万円
▼一般会計：201億8124万円
▼特別会計：185億9017万円

歳出（一般会計）
市が使うお金蜷

その他・４億3092万円 府支出金・８億9896万円 
使用料及び手数料 
　　３億1746万円 

市　税 
93億1748万円 

市債 
26億7460万円 

国庫支出金 
24億9358万円 

地方交付税 
17億4993万円 

地方譲与税 
各種交付金 
　12億30万円 

繰入金 
10億9801万円 

民生費 
63億7624万円 

公債費 
31億5714万円 

総務費 
20億6453万円 

消防費 
10億140万円 

農林水産費 
５億6260万円 

議会費・３億2327万円 諸支出金・1802万円 
商工費・6561万円 

予備費・500万円 

土木費 
26億8574万円 

教育費 
22億1897万円 

衛生費 
17億 
　272万円 

前年度の歳入予算（一般会計）
※総　額＝197億5,173万円
▼市税＝101億3,989万円▼国庫支出金＝21億7,578万円▼
市債＝16億9,790万円▼地方交付税＝16億1,454万円▼地方
譲与税・各種交付金＝12億7,013万円▼繰入金＝10億9,018
万円▼府支出金＝８億7,896万円▼その他＝５億7,906万円
▼使用料及び手数料＝３億529万円

特別会計等の内訳
※総　額＝185億9,017万円
▼国民健康保険事業特別会計＝55億2,427万円
▼老人保健特別会計＝47億4,380万円
▼交通災害共済事業特別会計＝783万円
▼下水道事業特別会計＝24億748万円
▼汚水処理施設管理特別会計＝2,575万円
▼介護保険事業特別会計＝22億5,083万円
▼樽井地区外財産区会計＝７億9,727万円
▼水道事業会計＝28億3,294万円

前年度の歳出予算（一般会計）
※総　額＝197億5,173万円
▼民生費＝59億8,541万円▼土木費＝29億7,256万円▼公債
費＝26億394万円▼教育費＝23億2,577万円▼総務費＝20億
5,555万円▼衛生費＝17億3,550万円▼消防費＝９億3,189万
円▼農林水産費＝６億6,690万円▼議会費＝３億1,706万円
▼商工費＝6,883万円▼諸支出金＝6,579万円▼災害復旧
費＝1,753万円▼予備費＝500万円

歳入（一般会計）
蜻市に入るお金

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（３月末現在）
人口‥‥‥‥65,416人
男‥‥‥31,915人
女‥‥‥33,501人

世帯数‥‥23,219世帯
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盧すべてのひとが共同参画できる共生の地域づくり

笊人権尊重の社会の実現▼人権啓発事業＝846万円▼人権教

育事業＝212万円▼人権教育研究事業＝402万円▼啓発事

業＝366万円▼人権ふれあいセンターの運営＝5,896万円▼労

働対策事業＝22万円▼非核平和事業＝35万円笆男女共同参

画社会の実現▼女性政策の推進＝458万円

盪子どもがいきいきと学べる学校づくり

笊幼児教育の充実▼教育研究施策＝893万円▼学校施設整備

事業＝6,606万円▼教育扶助施策＝１億201万円笆義務教育の

充実▼語学指導等を行う外国青年招致事業＝469万円▼特色

ある教育活動推進事業＝131万円▼総合的教育力活性化事

業＝80万円▼学校給食事業＝１億1,704万円▼青少年サポー

ト推進事業＝277万円▼学校図書館整理要員事業＝743万円

★進路選択支援事業＝150万円

蘯だれでも、いつでも、どこでも学べる社会づくり

笊生涯学習推進システムの整備▼公民館事業＝1,865万円▼

西信達公民館排水管接続工事＝383万円▼図書館事業＝5,031

万円笆生涯学習社会をめざして▼成人教育事業＝287万円▼

青少年教育事業＝286万円▼青少年の健全育成事業＝403万

円▼青少年の森開設事業＝442万円▼青少年センター事業＝

1,518万円▼社会体育推進事業＝575万円▼体育施設貸出事

業＝4,840万円▼学校プールの一般開放＝2,668万円

盻文化・歴史を活かした豊かな心づくり

笊歴史的資産の保全と活用▼文化財保護事業＝1,656万円▼

史跡海会寺跡広場事業＝629万円▼埋蔵文化財センター事

業＝2,610万円▼市史編纂事業＝81万円笆市民文化の創造▼

文化ホール事業＝3,755万円

第１章・ふれあいのあるまち第１章・ふれあいのあるまち
いきがいのあるまちいきがいのあるまち

盧環境にやさしいまちの基盤づくり
笊環境問題への取り組み▼公害対策事業＝1,057万円▼塵芥

処理事業＝６億652万円▼し尿処理事業＝２億5,886万円▼環

境整備対策事業＝399万円▼合併処理浄化槽設置整備事業＝

3,588万円▼火葬場環境整備事業＝4,433万円

盪安全で災害に強い防災都市づくり
笊総合防災体制の確立▼溜池改修事業＝2,072万円▼河川維

持改良事業＝654万円▼防災備品の整備＝60万円笆消防体制

の強化▼消防施設の整備＝8,289万円▼消防水利の整備＝180

万円▼消防体制の整備＝3,200万円▼消防資機材の整備＝226

万円

蘯安全で便利な地域づくり
笊公共交通機関の整備と交通安全対策▼交通安全対策事

業＝7,476万円笆防犯対策の充実▼防犯対策事業＝184万円

盻都市、自然と調和したものづくり
笊農林業の振興▼農業振興事業＝607万円▼水田農業経営確

立対策事業＝202万円▼（仮称）農業公園整備事業＝３億

6,183万円▼水路改修事業＝1,003万円▼林業振興事業＝3,842

万円笆水産業の振興▼水産振興事業＝136万円

眈泉南ブランドづくり
笊工業の振興▼企業誘致促進事業＝383万円笆商業の振興▼

商工業振興事業＝1,902万円笳観光・レクリエーションの振

興▼海水浴場の開設＝11万円▼広域観光振興事業＝61万円

★観光ガイドマップの作成＝135万円▼つばさのまちフェス

タの開催＝1,215万円

眇充実した労働・消費生活づくり
笊労働生活の充実▼労働者定着対策事業＝４万円▼中小企

業退職金共済掛金補助＝212万円★地域就労支援事業＝499

万円▼労働教育等振興対策事業＝40万円▼労働行政対策事

業＝60万円笆消費生活の充実▼消費者相談員の設置＝284万

円▼商品量目調査の実施＝２万円▼消費者講座の開催＝11

万円★消費者相談室だよりの発行＝４万円

眄利便性を向上する情報ネットワークづくり
笊情報網の整備▼ＣＡＴＶ事業の推進＝1,310万円▼行政情

報ネットワーク整備事業＝１億1,824万円

第３章・安全なまち第３章・安全なまち
活力のあるまち活力のあるまち

★印は新規の事業です

古代史博物館

つばさのまちフェスタ
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盧市民の健康づくり
笊保健・医療の充実▼保健対策事業＝5,263万円▼予防対策＝2,880
万円▼母子保健対策事業＝2,881万円▼衛生害虫駆除対策事業＝61
万円▼休日診療の業務委託＝50万円▼救急医療施設運営事業＝113
万円▼老人医療助成事業＝４億2,821万円▼障害者医療助成事業＝
8,049万円▼乳幼児医療助成事業＝7,193万円▼母子家庭医療助成事
業＝2934万円▼国民健康保険被保険者の負担軽減＝５億8,564万円
盪ともに生きる社会づくり
笊地域福祉▼総合福祉センター事業＝１億210万円▼福祉関係団体
助成事業＝4,139万円▼戦没者遺族援護事業＝213万円▼疾患者・り
病者等援護事業＝542万円▼被災者援護事業＝760万円笆高齢者福祉
▼ボランティア活動対策事業＝105万円★心配事相談事業＝15万円
★痴呆講座事業＝40万円▼自立支援サービス事業＝2,722万円▼在
宅介護支援事業＝2,241万円▼介護関連サービス事業＝2,164万円▼
人材確保対策事業＝96万円▼施設入所対策事業＝732万円▼老人集
会場運営事業＝2,450万円▼（仮称）樽井第二老人集会場建設事
業＝1,010万円▼いきがいづくり推進事業＝1,952万円▼ご長寿お祝
い事業＝1,896万円▼水道料金福祉減免事業＝142万円▼介護保険事
業の運営＝３億8,464万円▼ほっと介護相談員登録事業＝119万円▼

介護保険利用者負担軽減事業＝211万円笳障害者（児）福祉▼身体
障害者福祉対策事業＝１億7,470万円▼子ども支援事業＝349万円▼
知的障害者福祉対策事業＝２億7,268万円▼障害者団体等への助
成＝92万円▼障害者スポーツ推進事業＝20万円▼精神障害者福祉対
策事業＝2,050万円▼その他の障害福祉事業＝4,718万円▼啓発事
業＝12万円笘児童福祉▼公立保育所事業＝１億5,599万円▼民間保
育所対策事業＝１億7,868万円▼留守家庭児童対策事業＝3,913万円
▼児童扶助事業＝３億1,105万円▼母子福祉事業＝２億6,599万円▼
子育て支援事業＝241万円笙低所得者福祉▼生活保護事業＝16億
1,303万円

盧水・緑の環境づくり
笊水・緑環境の保全と活用▼公共下水道事業＝14億62万円笆公

園・緑地の整備▼公園等の管理事業＝2,813万円

盪住みたい生活環境づくり
笊市街地の整備▼生産緑地地区の都市計画変更の実施＝414万

円▼都市計画調査委託の実施＝495万円★旧済生会泉南病院跡

地利用調査の実施＝100万円笆良好な住環境の形成▼市営住宅

の管理＝4,791万円▼市営前畑住宅ストック総合活用計画＝299

万円▼市営前畑住宅耐震診断業務＝1,047万円★市営宮本住宅

２、３号棟建替基本設計＝1,100万円▼環境整備事業＝1,800万

円▼住居表示維持管理業務の実施＝136万円笳河川・上下水道

の整備▼排水路維持改修事業＝2,520万円

蘯交流ネットワークづくり
笊拠点地区の整備と交流軸の形成▼地区計画区域内整備事業＝

151万円▼和泉砂川駅前整備事業＝356万円笆道路の整備▼関西

国際空港連絡南ルート等早期実現期成会事業＝10万円▼砂川樫

井線新設事業＝１億7,020万円▼市場長慶寺砂川線改良事業＝２

億4,875万円▼防潮堤道路整備事業＝１億2,221万円▼道路新設

改良事業＝9,088万円▼道路維持修繕事業＝9,780万円▼道路台

帳整備事業＝600万円

盧市民参加の推進

▼ＡＢＣ委員会への助成＝400万円▼情報公開制度・個人

情報保護制度の推進＝110万円▼広報活動の充実＝2,013万

円▼公聴事業の推進＝123万円

盪行政運営の活性化

▼行政評価システムの導入＝600万円▼第４次総合計画

（実施計画）の策定＝200万円▼住民情報システムの運用＝

１億1,627万円▼財務会計システムの運用＝2,074万円

蘯財政運営の効率化

盻広域行政の推進

▼国内交流事業＝１万円▼泉州南広域行政研究会調査研究

事業＝32万円★市町村合併の住民説明会の開催＝116万円

第４章・快適なまち第４章・快適なまち
個性のあるまち個性のあるまち

第５章・構想実現のために第５章・構想実現のために

りんくう南浜２号緑地

ＡＢＣまつり

あいぴあ泉南

第２章・げんきなまち第２章・げんきなまち
やさしさのあるまちやさしさのあるまち



▼
と
き
＝
笊
五
月
七
日
貉
笆
五
月
十

七
日
貍
笳
六
月
四
日
貉
※
笊
笳
は
午

後
四
時
〜
四
時
半
笆
は
午
前
十
時
〜

十
時
四
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な

ど
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
で
す
▼

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
五
〇
人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
・
２
級
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
五
日
貂
〜
十
二
月

十
日
貉
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
（
大
阪
市
中
央

区
常
磐
町
一
の
三
の
八
）
他
▼
内

容
＝
▽
人
権
講
座
（
二
時
間
）
▽
通

信
講
座
（
五
十
八
時
間
）
▽
実
技
演

習
（
四
十
二
時
間
）
▽
施
設
実
習

（
三
十
時
間
）
▼
対
象
＝
大
阪
府
内
在

住
で
六
十
歳
未
満
の
方
▼
受
講
料
＝

四
〇
〇
〇
〇
円
▼
定
員
＝
五
人
（
泉

南
市
在
住
者
分
・
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
市
役
所

高
齢
障
害
福
祉
課
で
配
布
▼
申
込

み
＝
五
月
十
五
日
貅
〜
五
月
三
十
一

日
貍
に
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
・
総
務
部
事
業
課
へ
▼
問
合

せ
＝
▽
同
連
合
会
（
薀
０
６
・
６
９

４
９
・
５
３
２
５
）
▽
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

樽
井
公
民
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
教

室
や
子
育
て
講
座
等
、
子
育
て
関
連

事
業
に
活
か
そ
う
と
、
子
育
て
に
関

す
る
意
見
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

育
児
中
の
思
い
は
こ
ん
な
ん
だ
よ

‥
。
子
育
て
が
一
段
落
し
た
今
だ
か

ら
伝
え
た
い
‥
。
ホ
ッ
と
で
き
る
時

間
も
必
要
よ
！
と
い
っ
た
い
ろ
ん
な

意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
六
日
貊
午
前
十
時

〜
正
午
（
以
後
は
参
加
者
で
日
程
調

整
を
行
い
ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
対
象
＝
子
育
て
支
援
に
興

味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
（
子
ど
も

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
そ
の

他
＝
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
（
子

ど
も
連
れ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
樽
井
公
民
館
（
薀
祟

４
３
６
１
／E-m

ail:tarui-k@
city.

sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
七
日
貍
笆
六
月

二
十
一
日
貍
※
時
間
は
午
前
十
時
四

十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本
な
ど
を

読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
内
容
＝
本
の

選
び
方
、
読
書
と
環
境
▼
講
師
＝
河こ
う

野
敦
子

の
あ
つ
こ

さ
ん
（
図
書
館
司
書
）
▼
定

員
＝
三
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
五
月
十
七
日

貍
（
第
一
回
）
か
ら
平
成
十
六
年
三

月
の
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
一
時
半

〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
五
年
生

〜
中
学
三
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇

円
（
保
険
代
）
▼
申
込
み
＝
五
月
九

日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
参
加
希
望
、

参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
参
加
人
数
、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
の
楽
し
い
人

形
劇
で
す
。
み
ん
な
来
て
ね
！

▼
と
き
＝
五
月
二
十
四
日
貍
午
後
二

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル
▼
プ
ロ
グ
ラ

ム
＝
▽
ふ
う
ふ
う
ば
た
ば
た
あ
ー
う

ま
い
▽
三
び
き
の
子
ぶ
た
▼
対
象
＝

四
歳
以
上
、
小
学
二
年
生
位
ま
で
の

子
ど
も
▼
定
員
＝
一
四
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
五
月
十
日
貍

午
前
十
時
か
ら
図
書
館
一
階
で
申
込

み
受
付
を
開
始
し
ま
す
※
受
付
時
に

参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
▼
問
合

せ
＝
図
書
館
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よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

一
緒
に
子
育
て
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

泉佐野市、泉南市、阪南市、田尻町、岬町の
３市２町で構成する「泉州南広域行政研究会」
では、シンポジウムを開催します。
▼と　き＝５月３１日貍

午後１時～４時
▼ところ＝泉南市立文化ホール
▼内　容＝笊市町村合併にかかる
調査研究報告書の内容報告
笆合併問題や地域の未来について
のパネルディスカッション
▼コーディネーター＝佐藤友美子

さ と う ゆ み こ

さん
（サントリー不易流行研究所・部長）
▼パネリスト＝向井通彦

むかいみちひこ

（泉南市長）、岩室敏
いわむろとし

和
かず

（阪南市長）、新田谷修司
にったやしゅうじ

（泉佐野市長）、水
みず

野和夫
の か ず お

（田尻町長）、中出春次
なかでしゅんじ

（岬町長）
▼入場料＝無料

▼定　員＝５００人（応募多数の場合は抽選）
▼申込み＝５月１６日貊（必着）までに、往復
ハガキ、ファクス、電子メールのいずれかに

より、住所、氏名、電話番号を〒590－
0592（住所不要）泉南市役所政策推
進課内・泉州南広域行政研究会事務
局（蕭祟０３２５／電子メール：
info@sensyu-minami.jp）へお知ら
せください。
※返信用ハガキにはご自分の宛名を

ご記入ください（参加証となります）。
▼その他＝シンポジウムに関するご質問、

ご意見がありましたら、お申し込みの際にご記
入ください
▼問合せ＝政策推進課（内線３４９・２８７）

考えよう！市町村合併　泉州南広域行政研究会シンポジウム

▼
と
き
＝
五
月
二
日
貊
〜
三
十
一
日

貍
の
期
間
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
（
※
五
月
三
日
貍
、
五
月
十
七
日

貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
使
用
す
る
日
に
青
少

年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
で

は
、
お
は
な
し
の
語
り
方
に
つ
い
て

の
連
続
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
八
日
貅
、
六
月
十
二

日
貅
、
七
月
十
日
貅
の
各
日
午
前
十

時
〜
正
午
（
全
三
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
内
容
＝
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素
語
り
）
に

つ
い
て
▼
対
象
＝

子
ど
も
に
本
の
楽

し
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
大

人
の
方
▼
講
師
＝
土
屋
知
子

つ
ち
や
と
も
こ

さ
ん
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
四
〇
人

（
先
着
順
）
▼
申
込
み
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
同
会
事
務
局
（
薀
／
蕭

礇
７
４
２
６
）
▼
そ
の
他
＝
こ
の
事

業
は
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金
子
ど

も
の
読
書
活
動
助
成
事
業
で
す
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

陽
光
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、
海
辺

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
二
時
（
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場

合
は
中
止
）
▼
集
合
場
所
＝
南
海
み

さ
き
公
園
駅
・
公
園
入
り
口
改
札
前

▼
コ
ー
ス
＝
み
さ
き
公
園
駅
〜
長
松

な
が
ま
つ

自
然
海
岸
〜
昼
食
〜
南
海
箱
作
駅

（
解
散
）
の
全
九
誅
▼
対
象
＝
▽
市
内

在
住
在
勤
の
方
で
コ
ー
ス
九
誅
を
歩

く
こ
と
が
で
き
る
方
▽
就
学
前
の
子

ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
保
護
者

の
方
が
必
ず
ご
同
伴
く
だ
さ
い
▼
参

加
費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
円
（
保

険
代
等
）
※
交
通
費
は
各
自
負
担
▼

定
員
＝
五
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
携
行
品
＝
帽
子
、
弁
当
、
飲

み
物
、
動
き
や
す
い
服
装
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
七
日
貉
午
後
五

時
ま
で
に
、
お
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

樽
井
公
民
館
・
ハ
イ
キ
ン
グ
係
（
薀

祟
４
３
６
１
／
蕭
祟
４
３
８
０
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広

が
る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋

を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子

ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加

で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
五
月
十
日

貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時

半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生

以
下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後

三
時
〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

▼
定
員
＝
各
回
先
着
四
十
人
（
途
中

で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
第
三
土
曜
日
の
午
後

二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所

に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

拍
子
木

ひ
ょ
う
し
ぎ

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す

（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

ち
び
っ
こ
広
場
で
は
所
庭
の
開
放

を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育

所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所

内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
・
五
月
十
四

日
貉
、
五
月
二
十
八
日
貉
（
薀
祚
３

３
７
１
）
▼
開
放
時
間
＝
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
そ
の
他
＝
信
達
保
育

所
、
樽
井
保
育
所
、
浜
保
育
所
、
鳴

滝
第
一
保
育
所
の
所
庭
開
放
は
六
月

か
ら
実
施
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
児
童

福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

ち
び
っ
こ
広
場
で

遊
び
ま
せ
ん
か
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親
子
で
卓
球
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

お
は
な
し
の
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

樽
井
公
民
館

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

毎
月
第
２
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

泉南市の今後のまちづくりを市町

村合併という観点からとらえ、市民

の皆さまとともに考えていくため、

次のとおり市民説明会を開催しま

す。ふるって、ご参加ください。

▼と　き・ところ＝次の表をご参照

ください※時間は午後７時～９時※

筺のみ午後２時～午後４時

▼内　容＝泉南市における市町合併

の効果や課題などについて

▼入場料＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要

▼問合せ＝政策推進課（内線２８

７・３４９）

市町村合併についての市民説明会市町村合併についての市民説明会

笊５月８日貅 

月　日 ところ 月　日 ところ 

笆５月９日貊 

笳５月13日貂 

笘５月14日貉 

笙５月15日貅 

笞５月16日貊 

笵５月20日貂 

笨５月21日貉 

笶５月22日貅 

筐５月23日貊 

筺５月25日豸 

時間は午後７時～９時筺のみ午後２時～４時 

樽井公民館 

兎田老人集会場 

一丘老人集会場 

信達公民館 

新家公民館 

金熊寺老人集会場 

砂川老人集会場 

人権ふれあいセンター 

男里老人集会場 

西信達公民館 

樽井公民館 



樽
井
・
信
達
公
民
館
の
水
墨
画
ク

ラ
ブ
生
た
ち
に
よ
る
、
第
一
〇
回
水

墨
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
七
日
貍
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
笆
五
月
十
八
日
豸
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

初
夏
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ゲ
ー
ム
で
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
五
日
豸
（
小
雨

決
行
）
午
前
九
時
に
市
民
体
育
館
へ

集
合
、
午
前
十
一
時
半
終
了
予
定
※

雨
天
の
場
合
は
体
育
館
内
で
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
▼
コ
ー
ス
＝

▽
七
襭
コ
ー
ス
▽
三
襭
コ
ー
ス
（
各

市
内
）
▼
対
象
＝
泉
南
市
民
▼
定

員
＝
二
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
▽
全
員
に
参

加
賞
あ
り
▽
帽
子
と
タ
オ
ル
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
▽
家
族
、
友
だ
ち
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
▽

小
学
二
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の

こ
と
▽
小
学
生
の
み
の
参
加
は
グ
ル

ー
プ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
＝
体
育
館
に
備
付
け
の
申
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
五
月

二
日
貊
〜
五
月
十
八
日
豸
ま
で
に
市

民
体
育
館
へ
（
但
し
、
五
月
六
日
貂
、

七
日
貉
、
八
日
貅
、
十
二
日
豺
の
午

後
、
十
三
日
貂
は
休
館
）
▼
問
合

せ
＝
市
民
体
育
館

台
風
や
地
震
な
ど
、
自
然
災
害
の

危
険
に
備
え
る
た
め
の
損
害
保
険
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
八
日
貉
午
後
一

時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
二

階
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
＝
自
然
災
害

と
損
害
保
険
▼
講
師
＝
二
ノ
宮
治

に
の
み
や
お
さ
む

さ

ん
・
譖
日
本
損
害
保
険
協
会
▼
定

員
＝
三
〇
人
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
、

一
時
保
育
（
一
歳
以
上
で
就
学
前
の

子
ど
も
若
干
名
）
は
事
前
に
予
約
が

必
要
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十

九
日
豺
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
暑
中
見
舞

い
な
ど
の
カ
ー
ド
づ
く
り
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
八
日
貉
、
六
月

四
日
貉
、
六
月
十
一
日
貉
、
六
月
十

八
日
貉
※
時
間
は
午
後
七
時
〜
九
時

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
十
二
歳
（
中
学
生
以
上
）
か
ら

三
十
歳
ま
で
の
青
少
年
で
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
五
月
二

十
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
中
学
生
の
場
合
は
学
校
名

を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

▼
と
き
＝
六
月
八
日
豸
笊
午
前
十
一

時
〜
笆
午
後
二
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
阪

南
市
立
尾
崎
小
学
校
体
育
館
▼
内

容
＝
ク
ラ
ウ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
「
あ

っ
ち
こ
っ
ち
ク
ラ
ウ
ン
」（
ゆ
か
い
な

ク
ラ
ウ
ン
た
ち
の
ゆ
か
い
な
大
道
芸
）

▼
参
加
費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇

〇
円
※
四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合

せ
＝
泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
薀

祟
２
９
０
９
）

文
化
ホ
ー
ル
で
は
開
館
二
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
映
画
鑑
賞
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
一
日
貍
午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
上
映
開
始
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
）
▼

上
映
映
画
＝
初
恋
の
き
た
道
（
第
五

〇
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
銀
熊
賞

受
賞
作
品
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
子

育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
内
容
を
ま
と

め
た
冊
子
を
配
布
し
ま
す
。

▼
講
演
内
容
＝
▽
テ
ー
マ
は
子
育
て

中
の
あ
な
た
へ
〜
こ
れ
が
子
育
て
の

ツ
ボ
〜
▽
講
師
は
豊
中
市
立
蛍
池
人

権
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
子
育
て
相

談
員
・
一
色
艶
子

い
っ
し
き
つ
や
こ

さ
ん
▼
配
付
場

所
＝
▽
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▽
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
▽
樽
井
公
民

館
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
配
付
部
数
＝

二
〇
〇
部
（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
家
庭
児
童
相

談
室
（
薀
祕
１
５
８
６
）

9

く
ら
し
に
役
立
つ

消
費
者
講
座

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
〇
回
例
会

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

冊
子
を
配
布
し
ま
す

公
民
館
ク
ラ
ブ
の
水
墨

画
展
を
開
催
し
ま
す

ウ
ォ
ー
ク
＆
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

乳児期の子どもの成長や子育てについて
のお話を聞いたり、グループワークで友だ
ちづくりをしませんか。お父さんの参加
も大歓迎です。
▼と　き＝６月５日貅、11日貉、
18日貉、26日貅、７月３日貅、
11日貊の各午前９時45分～
11時45分。但し、６月11日、
７月３日は午後２時～４時
（全６回）
▼ところ＝樽井公民館
▼対　象＝乳児（平成14年９月～平
成15年４月１日生まれ）とその保護者の方
で、原則として全回出席できる方
▼内　容＝笊ミニ講座▽子どもの食生活▽
子どもの発達としつけ▽子どもによくある
病気とその予防▽子どもの言葉の獲得と絵

本▽子育てとストレス▽ちょっと先輩ママ
さんとのお話笆保護者同士の交流（グルー
プワーク）笳保育士による遊びの紹介

▼参加費＝無料。但し、一時保育
は子ども１人につき保険代500
円が必要です）
▼定　員＝25組。一時保育は
５人（多数の場合は抽選）
▼申込み＝５月13日貂（必着）
までに往復ハガキの往信に住
所、親子の氏名（ふりがな）・生

年月日・性別、電話番号。一時保育
を希望する方は子どもの名前、生年月日、
性別。返信にご自分の宛名を記入の上、〒
590－0521泉南市樽井６の11の16・樽井
公民館・赤ちゃん教室係へ
▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６１）

文
化
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
会

8

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
国
人

の
先
生
か
ら
言
葉
や
外
国
の
様
子
を

学
ぶ
学
習
会
に
参
加
す
る
青
少
年
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
七
日
貍
〜
七
月
十

九
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
（
全
一
〇
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市

内
の
小
学
四
年
〜
六
年
生
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
五

月
十
二
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
参
加
希
望
、

参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一

八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

歩
い
て
健
康
、
見
て
楽
し
み
、
聞

い
て
学
ぼ
う
で
、
大
い
に
歩
き
ま
し

ょ
う
。

▼
と
き
＝
五
月
十
八
日
豸
午
前
九
時

に
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
東
口
に
集
合

（
雨
天
中
止
）
▼
コ
ー
ス
＝
佐
田

さ

だ

〜
信し

ん

達
六
尾

だ
ち
む
つ
お

〜
信
達
金
熊
寺

し
ん
だ
ち
き
ん
ゆ
う
じ

〜
蓮
信
寺

れ
ん
し
ん
じ

▼

参
加
費
＝
二
〇
〇
円
▼
携
行
品
＝
弁

当
、
水
筒
▼
申
込
み
＝
お
電
話
で
泉

南
歴
史
研
究
会
事
務
局
（
薀
祗
５
６

７
１
）
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
で
は
、

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
八
日
豸
午
後
六
時

〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民

体
育
館
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
そ

の
他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン
ス

シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ

バ
ー
を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森

の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
四
日
貍
午
前
十

時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼

と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、

紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
活
動
内
容
＝

学
習
会
、
森
林
の
整
備
（
除
伐
・
草

刈
り
）
▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村

駐
車
場
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
作
業
の

で
き
る
服
装
、
軍
手
な
ど
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
子
メ
ー
ル
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大
阪
み
ど
り

の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（E-m

ail:m
idori

@
ogtrust.jp

／
薀
０
６
・
６
２
６

０
・
３
５
８
０
／
蕭
０
６
・
６
２
６

０
・
３
５
８
１
）

▼
と
き
＝
五
月
二
十
五
日
豸
午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝
▽
聖
セ
シ
リ

ア
の
た
め
の
荘
厳
ミ
サ
▽
う
た
よ
！

▽
か
ら
た
ち
の
花
▽
あ
わ
て
床
屋
他

▼
入
場
料
＝
一
〇
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

救
命
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

応
急
手
当
等
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
五
日
豸
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉
佐
野

病
院
・
三
階
大
会
議
室
▼
定
員
＝
三

〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
▽
動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

▽
駐
車
場
は
有
料
で
す
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
五
月
二
十
二
日
貅
ま
で
に

府
立
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
薀

磔
９
９
３
１
）

樽
井
公
民
館
で
は
、
未
来
の
指
導

者
的
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
目
的
に

青
少
年
を
対
象
に
し
た
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
企
画
や
運

営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
日
＝
基
本
的
に
▽
毎
月
第
一

土
曜
日
（
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動
）

▽
第
三
土
曜
日
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

▼
活
動
場
所
＝
樽
井
公
民
館
他
▼
対

象
＝
高
校
以
上
の
方
▼
そ
の
他
＝
研

修
等
は
随
時
行
い
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
方
で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４

３
６
１
／E

-m
ail
:
tarui-k@

city.
sennan.osaka.jp

）

泉
南
市
混
声
合
唱
団

第
八
回
定
期
演
奏
会

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す

社
交
ダ
ン
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
歴
史
研
究
会
の

見
学
会
・
青
葉
を
歩
く

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

に
学
び
ま
せ
ん
か

た・・・楽しく心うきうきと
ち・・・力を合わせて１年間
つ・・・つどう仲間と
て・・・手と手を取り合って
と・・・共に取り組む　　

たちつてと
樽井公民館では『たちつてと

広場』をオープンします。今年
は「いっぱい仲間をつくろう！」
「昔を知ろう」をテーマに、個人
ではできないいろんな体験にチャ
レンジしていきます。龍神村の子
どもたちとの交流も予定しています。
▼と　き＝６月７日貍から１２月７日豸まで
の毎月１回（第１土曜日の午前１０時から午後
３時※内容によって変更あり）
▼ところ＝樽井公民館ほか

▼内　容＝▽顔合わせと名札づくり▽社会見学
▽フィールドワーク▽ものづくり▽ハイキ

ング▽キャンプ（夏と冬）など
▼対　象＝小学４年生から中学３
年生で全回参加できる人
▼定　員＝３０人（先着順）
▼費　用＝１２,０００円（全
回分）
▼申込み＝参加費をご持参の
上、直接樽井公民館へ。５月１
７日貍午前１０時から１５分間受
付し、その時点で定員を超えた場

合は抽選します。定員を超えない場合
は、定員になるまで随時受付を行います。

▼その他＝申込みは代理人の方でもできますが、
お一人につき１兄弟に限らせていただきます。
▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６１）

たちつてと広場の広場生を募集しますたちつてと広場の広場生を募集します
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平成14年度予算の２月末現在での執行状況がまとまりま
した。一般会計の予算現額210億5,895万円のうち、歳入
予算の収入済額は148億8,114万円です。また、歳出予算
の支出済額は137億8,195万円となっております。
このほか、市債の現在高や市有財産、国民健康保険事業

特別会計、老人保健特別会計などの予算の執行状況につい
てお知らせします。 ▼問合せ＝財政課（内線308）

農林水産業債 
９億5082万円 

衛生債 
６億5549万円 

災害復旧債 
　　1469万円 

民生債１億5044万円 消防債１億4034万円 

土木債 
　90億743万円 

総務債 
47億5518万円 

その他 
35億 
6804万円 

教育債 
　34億 
　2800万円 

市税 市債 繰入金 その他 府支出金 国庫支出金 地方交付税 

　101億3989万円 
（88億5658万円） 

　23億9676万円 
（20億6486万円） 　24億9392万円 

（13億8612万円）　23億3449万円 
（13億4344万円） 　９億1292万円 

（３億8748万円） 

　10億2107万円 
（８億3546万円） 

　17億5990万円 
　　 （720万円） 

市税 

市債 

地方交付税 

国庫支出金 

繰入金 

その他 

府支出金 

歳
入

一般会計

（ ）内は収入済の金額

210億5895万円

148億8114万円

予算現額

収入済額

民生費 

土木費 

教育費 

総務費 

公債費 

衛生費 

消防費 

その他 

　31億1914万円 
（12億1469万円） 

　26億 394万円 
（９億3857万円） 

　23億4486万円 
（19億9637万円） 

　17億1771万円 
（13億8386万円） 

　14億8944万円 
（12億3041万円） 

　９億3628万円 
（８億 684万円） 

　25億4139万円 
（16億1418万円） 

　63億 619万円 
（45億9703万円） 

（ ）内は支出済の金額

210億5895万円

137億8195万円

歳
出

予算現額

支出済額

交通災害共済事業特別会計 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

34億8135万円 
45億8411万円 

　　551万円 
　　340万円 

38億9333万円 
43億1820万円 

10億7605万円 
２億2959万円 

　 2191万円 
　　3536万円 

17億3601万円 
13億8909万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

市有財産 
単位はｍ 

公有財産計 
 899,064.05

土　地 
719,306.10

建　物 
179,757.95

基金計　　　26億8219万円 

土地開発基金 ４億8451万円 

公債費管理基金 ４億2534万円 

緑化基金 １億4107万円 

地域福祉基金 ３億8139万円 

医療施設整備基金 1090万円 

農用地整備基金 1176万円 

介護保険給付費準備基金 １億8465万円 

汚水処理施設管理基金 　　3286万円 

ふるさと創生事業推進基金 １億　62万円 

公共施設整備基金 ８億9494万円 

高額療養費貸付基金 　　 300万円 

教育振興育英奨学基金 　　1115万円 
2

総額226億7043万円

市
債
の
現
在
高

予算はこうして
使われています
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あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
は
、
知
的
障
害

者
の
方
を
対
象
に
、
お
料
理
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
四
金
曜
日
、
午
前

十
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
で

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
▼
内
容
＝

写
真
入
り
の
レ
シ
ピ
を
用
い
て
、
簡

単
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
▼
講

師
＝
栄
養
士
▼
定
員
＝
一
〇
人
▼
参

加
費
＝
三
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
携

行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
白
い
三
角
巾
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕

０
７
０
７
・
蕭
祕
０
９
０
９
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
は
、
身
体
障
害

者
の
方
を
対
象
に
、
お
料
理
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
一
月
曜
日
、
午
前

十
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

現
在
調
理
を
行
っ
て
い
る
方
、
ま
た

は
そ
の
予
定
の
あ
る
方
▼
内
容
＝
主

に
手
や
指
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
の
調
理
方
法
、
栄
養
指
導
や
お

は
な
し
▼
講
師
＝
栄
養
士
▼
参
加

費
＝
三
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
定

員
＝
一
〇
人
▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀

祕
０
７
０
７
・
蕭
祕
０
９
０
９
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
は
失
語
症
等
の

方
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
三
金
曜
日
、
午
後

一
時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で

脳
卒
中
等
後
遺
症
に
よ
る
失
語
症
、

構
音
障
害
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
害
の
方
▼
参
加
費
＝
作
品
を
作
る

場
合
な
ど
の
材
料
費
は
実
費
負
担
い

た
だ
き
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
あ
い
ぴ

あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０
７
・
蕭
祕
０

９
０
９
）

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル
で
は
、
監

視
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

採
用
に
つ
い
て
は
必
要
の
つ
ど
登
録

者
か
ら
選
考
し
ま
す
。

▼
資
格
＝
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
、
一
〇
〇
誡
を
ク
ロ
ー
ル
で
二
分

以
内
に
泳
げ
る
方
※
学
生
は
不
可
▼

勤
務
日
＝
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
で
四

日
程
度
▼
勤
務
時
間
＝
▽
午
前
九
時

〜
午
後
二
時
▽
午
後
二
時
〜
午
後
八

時
※
隔
週
交
代
勤
務
▼
賃
金
＝
時
給

八
三
〇
円
▼
申
込
み
＝
温
水
プ
ー
ル

に
設
置
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
温
水
プ
ー
ル
へ
※
休

館
日
は
除
く
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス

温
水
プ
ー
ル
（
薀
祚
２
６
２
７
）

泉
南
市
女
声
合
唱
団
で
は
、
新
し

い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館

▼
参
加
費
＝
一
五
〇
〇
円
（
月
額
）

▼
そ
の
他
＝
コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
祭

な
ど
へ
出
場
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学
生

を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
と

き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
半
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼

対
象
＝
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生

▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
▼
提
出
書

類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本

語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国

人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇

円
程
度
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導
員
及

び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指
導
員
補
助
員

▼
対
象
＝
六
十
歳
ま
で
の
健
康
な
方

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
履
歴
書
を
持

参
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

知
的
障
害
者
の
た
め

の
お
料
理
教
室

身
体
障
害
者
の
た
め

の
お
料
理
教
室

失
語
症
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
ま
ど
り
の
会

合
唱
団
で
一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か

中
学
生
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

職
員
登
録
を
受
付
し
ま
す

温
水
プ
ー
ル
の
監
視
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

樽井公民館・まちづくり市
民会議では、市民の皆さんに
ホタルのすばらしさを知って
もらおうと、ホタル観賞会を
開催します。
▼と　き＝６月７日貍午後６
時半～９時半（小雨決行、雨
天中止）
▼ところ＝紀泉わいわい村
（堀河ダム奥、駐車場に限りあ
り）
▼内容・第１部＝▽ニイハ
オ！コンサート▽演奏は十三
堂楽団・中国楽器▽合唱は泉
南市少年少女合唱団・昔のう
たを歌う会

▼ 内 容 ・
第 ２ 部 ＝
▽ 堀 河 川
の ゲ ン ジ
ボ タ ル 観
賞 会 ▽ 解
説 は 田 中

た な か

正視
ま さ み

さん（府立泉南高校教
諭・環境省自然公園指導員）
▼参加費＝無料
▼申込み＝事前申込みは不要
▼携行品＝懐中電灯、虫除け
品
▼問合せ＝樽井公民館（薀祟
４３６１）



を
防
犯
委
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
各
種
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
・
生
活
安
全
課
（
薀

磚
１
２
３
４
）

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま

で
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

笊
定
額
の
加
入
者
の
場
合
▼
月
額
＝
一
三
三
〇

〇
円
▼
一
年
間
の
保
険
料
＝
一
五
九
六
〇
〇
円

笆
付
加
の
加
入
者
▼
月
額
＝
一
三
七
〇
〇
円
▼

一
年
間
の
保
険
料
＝
一
六
四
四
〇
〇
円
▼
問
合

せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

神
経
毒
を
有
す
る
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
泉
州

地
域
に
お
け
る
定
着
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
所
が
生
息
場
所
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
幼
稚
園
や
学
校
＝
▽
く
つ
箱
の
中
の
く
つ
▽

教
材
用
の
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
▽
砂
場
の
玩

具
、
ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
▽
ベ
ン
チ
、
遊
戯

用
タ
イ
ヤ
▼
駐
輪
場
・
駐
車
場
＝
▽
バ
イ
ク
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
▽
ハ
ン
ド
ル
の
風
よ
け
カ
バ
ー
▽

車
の
泥
よ
け
や
ド
ア
の
下
▽
自
転
車
の
サ
ド
ル

や
泥
よ
け
▼
ご
家
庭
＝
▽
郵
便
（
新
聞
）
受
け

▽
庭
履
き
サ
ン
ダ
ル
▽
納
屋
（
倉
庫
）
に
置
い

て
い
る
衣
類
、
手
袋
、
帽
子
▽
植
木
鉢
、
プ
ラ

ン
タ
ー
、
溝
ぶ
た
、
散
水
栓
の
ふ
た

日
頃
か
ら
整
理
・
整
頓
し
て
お
く
こ
と
が
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
佐
野
保
健
所
（
薀
磆
７
７
０

１
）
▽
同
尾
崎
支
所
（
薀
磚
６
０
０
１
）

▼
農
地
の
転
用
と
は
＝
農
地
を
住
宅
用
地
、
工

業
用
地
、
倉
庫
用
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
等
、

農
地
以
外
の
用
途
に
用
地
を
変
更
す
る
こ
と
を

い
い
、
農
地
法
に
基
づ
い
て
許
可
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
一
時
的
に
資
材

置
場
や
駐
車
場
、
工
事
仮
設
事
務
所
用
地
等
に

す
る
場
合
で
も
、
農
地
転
用
と
な
り
、
許
可
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
▼
農
地
転
用
の
手
続

き
＝
農
地
の
転
用
に
は
、
農
地
の
所
有
者
が
自

ら
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
（
農
地

法
第
四
条
転
用
）
と
農
地
の
所
有
者
か
ら
農
地

を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
農
地
以
外
に
転

用
す
る
場
合
（
農
地
法
第
五
条
転
用
）
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
を
経
て
、
さ
ら
に
大
阪

府
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
な
お
、
市
街
化

区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
▼
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措

置
＝
許
可
、
届
出
の
な
い
転
用
は
無
断
転
用
と

な
り
、
知
事
は
必
要
な
限
度
に
お
い
て
工
事
等

の
中
止
、
ま
た
は
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
原

状
回
復
そ
の
他
違
反
行
為
の
是
正
の
た
め
の
必

要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
地

を
転
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
へ
所

定
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
五
五
一
）
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毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後１時～４時 
笆毎月第２水曜日 
　午後６時～９時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

5月1日、8日、22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
子ども 
相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費者相談室 

　市役所・別館 
　消費者相談室 
（電話予約必要） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後１時～４時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守 
　されますのでご安心ください。 

国
民
年
金
の
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
が
所
有

ま
た
は
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
軽
自
動
車
税
を

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
必
要
書
類
＝
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
等
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
平
成
十
五
年

度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
▼
申
請
期
限
＝
五

月
二
十
六
日
豺
ま
で
（
土
日
祝
日
除
く
）
▼
申

請
場
所
＝
課
税
課
▼
そ
の
他
＝
普
通
自
動
車
税

と
の
重
複
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

高
齢
者
な
ど
で
収
入
が
少
な
い
方
が
所
有
す

る
居
住
用
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
に
係
る
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
制
度
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

笊
〜
笙
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▼
要
件
＝
笊
所
有
者
が
▽
六
十
五
歳
以
上
▽
障

害
の
あ
る
方
（
五
、
六
級
を
除
く
）
▽
寡
婦
・

寡
夫
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
笆
所
有
者
及

び
そ
の
家
族
全
員
（
生
計
を
同
一
に
す
る
者
）

が
住
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
の
所
得

で
あ
る
こ
と
笳
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
が
自

己
居
住
用
資
産
で
あ
る
こ
と
（
他
に
宅
地
等
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
）
笘
家
屋
の
床
面
積
が

一
二
〇
裃
以
下
で
あ
る
こ
と
笙
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
を
含
む
）
の
年
税
額
が
五
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

減
免
額
は
対
象
資
産
に
対
す
る
税
額
の
二
分

の
一
で
す
。
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
平
成
十
五

年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
身
体

障
害
者
等
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
手
帳

又
は
証
明
書
を
ご
持
参
の
上
、
六
月
二
日
豺
ま

で
に
課
税
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

課
税
課
（
内
線
二
二
九
・
三
一
六
）

五
月
十
一
日
豸
〜
二
十
日
貂
ま
で
の
十
日
間
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
、
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
て
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
運
動
の
重
点
＝
▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行

中
、
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
死
亡
事
故
防
止
▽

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

徹
底
▽
め
い
わ
く
駐
車
、
放
置
自
転
車
の
追
放

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

▽
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一
月
か
ら
四
月

ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第

一
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、

第
三
子
以
降
は
一
〇
〇
〇
〇
円
▼
平
成
十
四
年

度
に
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
＝
五
月

申
請
分
か
ら
平
成
十
五
年
度
と
な
り
、
平
成
十

四
年
分
の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
所
得
で
あ
っ
た
た

め
に
、
平
成
十
四
年
五
月
末
で
消
滅
さ
れ
た
方

や
平
成
十
四
年
五
月
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
ま

で
に
申
請
し
た
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

五
月
中
に
再
度
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
手

続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お
い
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
方
）
名
義
の
銀
行

等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
児
童
福
祉
課
で
請
求

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

泉
南
警
察
で
は
、
五
月
二
十
二
日
貅
か
ら
五

月
三
十
一
日
貍
の
期
間
、「
春
の
地
域
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
方
々
と

協
力
し
て
犯
罪
や
事
故
、
災
害
の
無
い
安
全
で

安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

笊
車
上
狙
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
等

の
街
頭
犯
罪
の
予
防
検
挙
笆
ひ
っ
た
く
り
の
撲

滅
笳
空
き
巣
、
忍
び
込
み
等
の
侵
入
盗
の
防
止

笘
青
少
年
の
非
行
防
止
等
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
身
近
な
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
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nf ormat i
i

o n
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

春
の
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



て
出
し
て
く
だ
さ
い
笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
専
用
袋
（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
だ
け
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
絶

対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
＝
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
（
黒
色

文
字
）
に
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
類
だ
け
を
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
絶

対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
り
、

ご
み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
収
集
業

務
や
再
資
源
化
処
理
に
支
障
が
で
ま
す
。
円
滑

な
処
理
を
行
う
た
め
に
、
か
ん
・
び
ん
以
外
は

絶
対
に
混
合
で
指
定
袋
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
袋
以
外
の
袋
を
使

用
さ
れ
た
場
合
は
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

収
集
日
（
す
べ
て
の
ご
み
）
は
午
前
九
時
ま
で

に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ
分
別
し
て
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間
内
に
、

備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
利
用

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、

手
数
料
分
の
定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留

も
可
）
し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た
り
）

は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇
〇
円
▼
戸
籍

謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼
除
籍
謄
・
抄
本
＝
七

五
〇
円
▼
原
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私

的
年
金
現
況
届
＝
一
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況

届
＝
無
料

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）
内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）
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住
民
票
等
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 笞 笵 笨 笶 筐
筺 笄 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 璞 璧 瓊
珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

5月1日～6月7日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

　 　 　 　 笊 玳 珎
玻 珀 笞 笵 笨 璢 琅
瑯 縹 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 繖 筧 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 繼 箟 璋 璞 璧 瓊
珈 縒 笳 玻 珀 珥 珮  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

5月1日～6月7日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

　 　 　 　 珈 玳 笳
笘 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 縹 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 繖 筧 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 繼 箟 璋 璞 璧 瓊
珈 縒 笳 玻 珀 珥 珮  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります） 

5月1日～6月7日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

老齢基礎年金は、受給資格を満
たした方に原則として６５歳から
支給されますが、希望すれば６０
歳から６４歳の間でも繰上げて支
給を受けることができます。但し、
繰上げ請求したときの年金額は下
表の減額率により減額された額と
なります。※付加年金も同様に減
額されます。
繰上げ請求は、一度手続きをす

ると取り消すことができませんの
で、次の笊～笨を十分にご理解い
ただいた上で、請求を行ってくだ
さい。
笊一度手続きをすると請求や裁定
の取消はできません笆６５歳に達
しても年金額は引き上げられるこ
とはなく、減額率は生涯変わりま
せん笳請求後、障害の状態に該当
するようになっても、障害基礎年
金を請求することができません笘

６５歳になるまで、遺族厚生年金
と繰上の老齢基礎年金の両方を受
けることはできません笙寡婦年金
の請求はできません。また、すで
に寡婦年金を受けている方につい
ても、寡婦年金の権利が失われま
す笞昭和１６年４月１日以前に生
まれた方が厚生年金保険などの被
保険者になっている間（６５歳に
なるまで）、老齢基礎年金を受ける
ことができません笵昭和１６年４
月２日以後に生まれた方は、特別
支給の老齢厚生年金と繰上げの老
齢基礎年金の両方の年金を受ける
ことができます笨国民年金に任意
加入できません。また、６６歳以
降、繰下げて請求すれば、年齢に
応じて増額した年金を受け取るこ
とができます。
▼問合せ＝国保年金課（内線２５
５）

請求時の年齢 減額率 （旧）減額率 請求月から65歳になる月の前月までの月数 

60歳0か月～60歳11か月 

61歳0か月～61歳11か月 

62歳0か月～62歳11か月 

63歳0か月～63歳11か月 

64歳0か月～64歳11か月 

60か月～49か月 

48か月～37か月 

36か月～25か月 

24か月～13か月 

12か月～1か月 

30.0％～24.5％ 

24.0％～18.5％ 

18.0％～12.5％ 

12.0％～6.5％ 

6.0％～0.5％ 

42％ 

35％ 

28％ 

20％ 

11％ 

老齢基礎年金の繰上げ請求はよく考えて

▼老齢基礎年金の繰上げ減額率＝繰上げ支給の老齢基礎年金の減額率は、
６５歳前の請求時の年齢が１か月増すごとに０.５％ずつ低くなるしくみに
なり、次の式で計算した率となります。なお、昭和１６年４月１日以前に
生まれた方は、年単位の（旧）減額率となります。
▼減額率＝０.５％×繰上げ請求月から６５歳になる月の前月までの月数

平
成
十
五
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

価
格
等
を
登
録
し
た
旨
の
公
示
の
日
か
ら
納
税

通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
六
十
日
ま
で
の

間
に
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
三
六
〇
）三

月
三
十
一

日
で
任
期
満
了

を
迎
え
た
上
林

か
ん
ば
や
し

郁
夫
い
く
お

助
役
の
後

任

に

、

中
谷
弘

な
か
た
に
ひ
ろ
む

氏
碌

が
三
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
五
年
第

一
回
泉
南
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
選
任
同

意
さ
れ
四
月
一
日
、
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

中
谷
氏
は
昭
和
四
十
一
年
に
泉
南
町
（
当
時
）

に
入
職
。
環
境
課
長
、
土
木
建
築
課
長
、
下
水

道
部
長
、
事
業
部
長
、
総
務
部
長
等
を
歴
任
。

ま
た
、
三
月

三
十
一
日
で
任

期
満
了
を
迎
え

た
亀
田
章
道

か
め
だ
あ
き
の
り

教

育
長
の
後
任
に
、

梶
本
邦
光

か
じ
も
と
く
に
み
つ

氏

碵
が
三
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
泉
南
市
教

育
委
員
会
定
例
会
会
議
に
お
い
て
選
任
さ
れ
四

月
一
日
、
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

梶
本
氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
泉
南
町
立
信

達
小
学
校
教
諭
。
泉
南
市
立
東
小
学
校
教
頭
、

泉
南
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
指
導
部
長
、

泉
南
市
立
西
信
達
中
学
校
校
長
、
同
樽
井
小
学

校
校
長
等
を
歴
任
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状

況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

昭
和
四
十
三
年
に
消
費
者
保
護
基
本
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
は
日
々
複
雑
・
高
度
化
し
、
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
二
十
一
世
紀
に

お
け
る
消
費
者
政
策
に
ふ
さ
わ
し
い
消
費
者
保

護
基
本
法
へ
の
見
直
し
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
消
費
者
が
、
よ
り
安
全
で
充
実
し
た

消
費
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
法
律

（
ル
ー
ル
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
五
六
）

五
月
五
日
豺
の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の

収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
び
ん
専
用
袋

（
青
色
文
字
）
に
、
か
ん
・
び
ん
を
一
緒
に
入
れ
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※ふるって、ご利用ください。 

5月1日～6月7日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号５月／６月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
金　熊　寺 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
関空山の手台 
砂川集会所前 
青少年センター 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

巡回日 
５月 ６月 

ステーション名 時間 
巡回日 

５月 ６月 
水 
水 
木 
木 
金 
金 
水 

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水 
木 
木 
金 
金 

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

25日 
26日 
26日 
27日 
27日 

12日 
11日 

12日 
13日 
13日 

28日 
22日 
22日 
23日 
23日 

8日 
14日 

8日 
9日 
9日 

4日 18日 
4日 18日 
5日 19日 
5日 19日 
6日 20日 
6日 20日 
11日 25日 

7日 21日 
7日 21日 
1日 15日 
1日 15日 
2日 16日 
2日 16日 
14日 28日 

　 　 　 　 珈 膂 笳
笘 笙 笞 珮 珞 膩 琅
瑯 笄 珸 琲 琺 臂 琿
臉 筴 瑁 瑜 瑩 臈 瑣
臟 箘 瑾 璋 璞 臾 箋
珈 笆 珎 玻 珀 膣 珮  

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

固
定
資
産
評
価
審
査
申
出

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

資
源
ご
み
は
正
し
く

出
し
ま
し
ょ
う

考
え
よ
う
！
く
ら
し
と
ル
ー
ル

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

新
助
役
に
中
谷
弘
氏

新
教
育
長
に
梶
本
邦
光
氏

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

月
・
木
曜
日 

５
月
５
日
月
曜
日 

５
月
６
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

５
月
６
日
火
曜
日 

５
月
７
日
水
曜
日 

収
集
地
域 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 

中谷　弘氏梶本邦光氏



市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外

の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、

利
用
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑

登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明

書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎

月
第
三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時

ま
で
▼
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五

八
）最

近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を

持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）

広
報
せ
ん
な
ん
四
月
号
（
四
五
四
号
）
一
三

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
「
市
立
公
民
館
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
お
い
て
、
五
月
五
日
豺
が
午
前
中
開

館
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
全
日

休
館
日
で
す
。
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
）
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休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

お
詫
び
と
訂
正

関空ゴールデンウィーク
フェスティバル
様々なイベントで、皆

さまのお越しをお待ちし
ております。
▼と　き＝４月２６日貍
～５月５日豺
▼ところ＝関西国際空港
エアロプラザ
▼主な内容＝笊海外旅行
等、豪華景品があたるお
楽しみ抽選会（４月２６
日貍～５月５日豺の午前
10時～午後９時）笆ポケ
ットモンスターなどのキ
ャラクターショー（漓名
探偵コナンショーは５月
３日貍午前11時～、午後
１時～滷おじゃる丸ショ
ーは５月４日豸午前11時
～、午後２時～③ポケッ

トモンスターショーは５
月５日豺午前１１時～、
午後３時～）※各ショー
はいずれも30分程度です
▼問合せ＝関西国際空港
譁広報課（薀碚２２０１）
連絡橋と駐車場のセット
割引
連絡橋通行料と駐車場

料金がセットになった割
引クーポンです。旅行日
程にあったクーポン券
（１泊２日～１９泊２０
日）をご利用ください。
▼問合せ＝関西エアポー
トエージェンシー（薀碚
２９１０）

シリーズ：関西国際空港情報NO.36

市税は納期内に必ずお納めください市税は納期内に必ずお納めください
平成１５年度の固定資産税・都市計画税、

軽自動車税の納期と出張徴収日程は次のとお
りです。
▼固定資産税・都市計画税、軽自動車税の納
期＝次表をご参照ください。

▼固定資産税・都市計画税、軽自動車税の出
張徴収日程＝次表をご参照ください。

※時間はいずれも午前１０時～午後４時まで

▼納期前納付の報奨金について＝個人の市・
府民税（普通徴収分）及び固定資産税（償却
資産含む）・都市計画税は、納期が年４回に
分かれていますが、第１期の納期に当該年度
の税額を一括して納められます（これを「前

納」といいます）と、納期前納付
報奨金が交付されます。
▼報奨金の支払方法＝全期分前納
用納付書により、年税額から報奨
金を差し引いた額で納付すること
ができます。
▼注　意＝第１期の納期限を過ぎ
ますと報奨金は交付されません。

▼市税の納付は口座振替で＝市税の納付には、
便利で確実な口座振替をご利用ください。手
続きは預貯金口座のある取
扱い金融機関へ、預貯金通
帳とご使用印を持参の上、
お申し込みください。
▼問合せ＝納税課（内線２
３５・２３３）

税　目 

固定資産税 
都市計画税 

軽自動車税 

5月19日 
　　～ 
　　6月2日 

5月19日 
　　～ 
　　6月2日 

7月1日 
　　～ 
　　7月31日 

10月1日 
　　～ 
　10月31日 

12月1日 
　　～ 
　12月29日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

※市税は納期内に納めましょう 
※市税の納付は便利な口座振替で 

月　日 ５月28日貉 
兎田老人集会場 

西信達公民館 

岡中老人集会場 

幡代老人集会場 

馬場老人集会場 

５月29日貅 

場　所 税

日
本
で
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
何
ら
か
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
勤
め
先
を
退
職
し
た
場
合
、

「
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
」
ま
た
は
「
勤
め

先
の
健
康
保
険
を
そ
の
ま
ま
継
続
で
き
る
任
意

継
続
」
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

任
意
継
続
制
度
と
い
う
の
は
、
勤
め
先
で
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
が
退
職
ま
で
に
２
か
月

以
上
の
加
入
期
間
が
あ
る
場
合
、
退
職
後
も
引

き
続
い
て
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。
※
但
し
、

加
入
申
請
の
期
限
あ
り

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
勤
め

先
の
健
康
保
険
が
切
れ
て
か
ら
十
四
日
以
内
に

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
（
勤
め
先
ま
た

は
加
入
健
康
保
険
で
発
行
）
と
印
鑑
（
認
め
印
）

を
ご
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
へ
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
加
入
さ
れ
る
方
に
よ
っ
て
は
、

年
金
証
書
、
同
居
家
族
の
国
民
健
康
保
険
証
等

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

（
最
高
三
年
間
）
保
険
税
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
遅
れ
た
間
は
保
険
で
の
医
療
費
負
担
も

原
則
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

勤
め
先
を
退
職
す
る
場
合
、「
国
民
健
康
保
険
」

と
「
任
意
継
続
」
の
ど
ち
ら
が
有
利
な
の
か
、

そ
の
制
度
の
違
い
等
を
検
討
の
上
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
※
次
表
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
）
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退
職
し
た
ら
健
康
保
険
の

手
続
き
を

東小学校は、和歌山県との県境に位置し、豊かな自然環
境に恵まれ、珍しい野鳥や川の生物が数多く生息するなど、
自然と共に生活できる環境が整っています。また、東小学
校は大阪府へき地・遠隔小規模校教育研究会に加盟し、今
年で１３１周年を迎える歴史と伝統のある学校です。
児童数は１年生８人、２年生７人、３年生１１人、４年

生６人、５年生１１人、６年生１０人で全校生徒５３人と
なっています。交流教育がさかんで、東幼稚園とは幅広く
交流しています。さらに、泉佐野市立大木小学校とも年に
２回程度交流し、仲間意識が深まっています。

東小学校の教
育目標は、「共
に学び、共に生
きる」となって
います。この目
標を達成するた
めの取り組みと
して、地域に学
ぶ総合的な学習
を実施していま

す。その取り組
みの一端をご紹
介します。
▼福祉施設との
交流＝東小学校
区には２つの特
別養護老人福祉
施設があり、高
齢者を思いや
り、敬う心を育
てるため、同施設との交流を行っています。
▼環境教育＝校区を流れる金熊寺川の大切さを学ぼうと川
の清掃に取り組み、ごみ問題や空気についても調べました。
▼米づくり＝地域の方や保護者の方をゲストティーチャー
にお招きし、田おこし（田んぼづくり）から精米まで、米
づくりについて体験学習を行いました。
▼梅についての学習＝校区の特産物でもある梅について、
その歴史や種類、栽培方法等について、地域の方々への聞
き取りを中心に、幅広く学習を行いました。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

地域や保護者に学ぶ総合的な学習へ‥ 
東小学校 

国民健康保険 

保険税 

医療費 
の負担 

加入の 
届　出 

他の主 
な給付 

任 意 継 続  

市民税（前年所得に 
より課税）、固定資 
産税、加入人数をも 
とに保険税を計算 
（限度額あり） 

退職の翌日から１４ 
日以内に健康保険の 
資格喪失証明書（勤 
め先または加入先の 
健康保険発行）等を 
ご持参の上、市役所 
国保年金課へ 

▼出産育児一時金 
▼葬祭費 

在職時の負担額に会 
社（事業主）の負担 
額を加えた額 
（限度額あり） 

退職の翌日から２０ 
日以内に社会保険事 
務所（健康保険組合 
は加入先の健康保険 
組合、共済組合は共 
済組合）へ 

▼出産育児一時金 
▼出産手当金 
▼疾病手当金 
（年金受給額との 
　調整あり） 

３割負担 
７０歳以上及び３歳未満の方や老人医 
療などの交付を受けている方は、負担 
割合が異なります 



手
話
通
訳
あ
り
▽
映
画
は
字
幕
入
り
▼

問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
薀
祟
０
０
０

１
・
内
線
二
七
〇
／
蕭
祗
０
０
７
５
）

▼
松
井
久
子
監
督
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
六
年
東
京
都
出
身
。
早
稲
田

大
学
演
劇
科
卒
業
後
、
雑
誌
の
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
、
俳
優
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

経
て
、
三
十
九
歳
の
時
に
テ
レ
ビ
番
組

の
製
作
会
社
エ
ッ
セ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
を
設
立
。
数
十
本
に
及
ぶ

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
。

一
九
九
八
年
、
企
画
か
ら
公
開
ま
で

五
年
の
歳
月
を
か
け
て
製
作
し
た
「
ユ

キ
エ
」
で
映
画
監
督
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
。
二
本
目
の
映
画
「
折
り
梅
」
で
は
、

製
作
・
脚
本
・
監
督
と
一
人
三
役
を
務

め
た
。

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
人
権
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
八
日
貅
、
五
月
九
日
貊

の
各
午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
人

権
推
進
部
相
談
室
（
水
道
庁
舎
一
階
）

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課

（
内
線
二
七
〇
）
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女らしさ、男らしさにとらわれず、「自分が自分らしく」
あるためにはどうすればいいのか‥。一緒に考えてみま
せんか。
今回はPart１として、男女共同参画社会づくり講座の

入門編を６回連続で開催します。まずは知ることから始
めてみませんか。
▼と　き・テーマ・講師＝別表のとおり。
※時間はいずれも午前10時～正午
▼ところ＝市役所２階大会議室
▼参加費＝無料
▼一時保育＝定員は１０人（多数の場合は抽選）。一時保

育を希望される方は、初回のみ子ども１人につき保険代
として５００円が必要です。
▼その他＝手話通訳あり
▼申込み＝５月13日貂から５月27日貂までに、お電話、
ファクスまたはハガキ、電子メールで住所、氏名、電話
番号、一時保育及び手話通訳の要否、一時保育を希望さ
れる場合は、子どもの名前（ふりがな）と生年月日を明
記の上、〒590－0592（住所不要）泉南市人権推進課
（薀祟０００１・内線２７０／蕭祗００７５／E-mail :
jinken@city.sennan.osaka.jp）
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

▼映画「折り梅」のストーリー
それは、ある日突然、平和な家庭に‥。名古屋市郊外のベッドタウ

ン（愛知県豊明市
とよあけし

）。サラリーマンの夫・菅野裕三
すがのゆうぞう

とパート勤めの
妻・巴

ともえ

、中学生と小学生の子ども二人の四人家族に、夫の母・政子
まさ こ

が同居して間もなく、政子が変調をきたす。巴は嫌がる政子を病院へ
連れて行き、そこで政子はアルツハイマー型痴呆症と診断される‥。
「折り梅」は、義母がアルツハイマー型痴呆症になったことで、崩壊
しかけた家族が、様々な葛藤を経て、見事に再生した実話を通して、
人間の無限の可能性を描いた感動の作品です。その過程と思いもかけ
ない展開は、見る者にすばらしい希望を与えてくれることでしょう。

笊６月３日貂 

笆６月10日貂 

笳６月16日豺 

笘６月24日貂 

笙６月30日豺 

笞７月８日貂 ※時間はいずれも午前10時～正午 

５月２４日貍午後1：30～（あいぴあ泉南）

わ
が
国
は
、
こ
の
半
世
紀
余
り
の
う

ち
に
、
め
ざ
ま
し
く
発
展
、
国
民
の
生

活
水
準
や
保
健
医
療
も
向
上
し
、「
人
生

八
〇
年
」
と
い
う
世
界
一
の
長
寿
国
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
二
〇

一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
に
は
、
四

人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超

高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
、
年
齢
に
よ
る
差
別
の
な
い
社

会
、
た
と
え
痴
呆
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行
動
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
‥
。

今
年
の
憲
法
週
間
「
市
民
の
つ
ど
い
」

は
、
高
齢
福
祉
「
痴
呆
講
座
」
と
連
携

し
、
映
画
「
折
り
梅
」
の
上
映
を
通
し

て
、
男
女
間
や
家
族
間
の
生
活
意
識
の

差
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が

生
涯
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
、
人
間

の
無
限
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
し
た
い
と
考
え
、
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
「
折
り
梅
」
上
映
後
は
、

製
作
・
脚
本
・
監
督
と
一
人
三
役
を
務

め
ら
れ
た
松
井
久
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
折
り
梅
」
製
作
へ
の
思
い
、
完
成
ま
で

の
道
の
り
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
四
日
貍
午
後
一
時

開
場
、
一
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会
議
室
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳
半
か

ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
で
、
定
員
は

十
二
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
五
月

十
五
日
貅
ま
で
に
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
人
権
推
進
課
へ
（
薀
祟
０
０
０

１
・
蕭
祗
０
０
７
５
）
▼
そ
の
他
＝
▽
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憲
法
週
間
「
市
民
の
つ
ど
い
」

＆
　
高
齢
福
祉
「
痴
呆
講
座
」

性別にとらわれることなく、すべての人が個性を発揮
しながらイキイキと暮らせる社会「男女共同参画社会」。
あらゆる分野に男女がともに参加・参画し、男女共
同参画社会づくりを推進するために、５月６
日貂に市民の皆さまが活動・交流する拠点
として男女共同参画ルームがオープンし
ます。
▼ルームの概要＝水道庁舎１階の人権
推進部と同じフロアーに男女共同参画
に関する情報コーナーや男女共同参画
に関する活動をするための交流スペー
ス、市民グループの皆さんが学習する会
議室、女性相談等に活用される相談室があ
ります。
笊男女共同参画ルームの愛称を募集します
▼申込み＝５月２０日貂（必着）までにハガキ、ファク
ス、Eメールで住所、氏名、電話番号、E-mailアドレス、
愛称をご記入の上、〒590－0592（住所不要）泉南市
役所人権推進課（蕭祗００７５／E-mail : jinken@city.
sennan.osaka.jp）へ▼その他＝優秀作品は広報せんな

んで発表します▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）
笆男女共同参画に関する図書をご寄贈ください

ルームの図書、情報コーナーでは、男女共同参画
に関する図書の閲覧、貸し出しを行っていま
す。ご家庭で不要になった男女共同参画に
関する図書がありましたら、泉南市水道
庁舎１階・人権推進課へお持ち込みくだ
さい。
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）
笳おもちゃをご寄贈ください
男女共同参画社会づくり講座など、一

時保育時に使用する０歳児から４歳児を
対象にしたおもちゃを必要としています。

ご家庭で不要になったおもちゃがありました
ら、５月２２日貅までに、泉南市水道庁舎１階・人

権推進課へお持ち込みください。
▼対　象＝絵本、ままごと道具、ブロック、電車、車、
ベビージム等を歓迎します※大型遊具、ぬいぐるみ、電
池を必要とするおもちゃはご遠慮ください▼問合せ＝人
権推進課（内線２７０）

映
画
「
折お

り
梅う
め

」
と
松
井
久
子

ま
つ
い
ひ
さ
こ

監
督
の
講
演

松井久子さん



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.５）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査／大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 
ポリオの予防接種 
日本脳炎の予防接種 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第1・3・4金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
※費用は基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊５月７日貉 
笆６月４日貉 

笊平成14年12月生 
笆平成15年１月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ツベルクリン反応検査（希望者）。 
対象の方には個別通知（時間指定）します。 

５月28日貉 
午後０時40分～２時10分 平成13年10月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

５月14日貉 
午後０時半～１時05分 平成11年10月生 

５月15日貅 
午後１時～１時半 平成13年４月生 

５月22日貅 
午後１時半～２時 平成12年10月生 

歯みがき教室 ５月22日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年３月生 
平成13年９月生 

５月16日貊 
午後１時半～２時半 

５月12日豺 
５月21日貉 
５月２日貊、29日貅 
午後１時半～２時半 

５月７日貉ツベルクリン反応検査 
５月９日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

時間は午後１時半～２時半。生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できる 
だけ18か月までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
第１期は３歳から７歳６か月未満。▼初回接種は約１～４週間隔で２回。▼追加接種は初回接種の２回終了後、約１年後に１回。 
第２期は９歳から13歳未満。第３期は14歳～16歳未満。対象年齢内に１回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
５月９日貊・泉南市役所　※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－4615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

６月２日豺、９日豺、 
16日豺、23日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月16日豺 
午後１時～３時 

５月20日貂 
５月27日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊５月２日貊 笆６月６日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
七
月
十
日
貅
、
七
月
十

七
日
貅
の
午
後
▼
と
こ
ろ
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上

の
市
民
▼
定
員
＝
各
五
〇
人
（
先

着
順
）
▼
申
込
み
＝
五
月
十
二
日

豺
以
降
に
、
お
電
話
か
直
接
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
▼
そ
の
他
＝
素
足
に

な
り
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

基
本
健
康
診
査
、
各
種
が
ん

（
肺
・
胃
・
大
腸
）
健
診
の
セ
ッ
ト

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
四
日
貅
、
八

月
二
十
八
日
貅
、
九
月
五
日
貊
、

十
月
九
日
貅
の
午
前
中
（
時
間
指

定
は
で
き
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳

以
上
の
市
民
▼
定
員
＝
各
日
五
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費

用
＝
一
〇
〇
〇
円
（
健
診
日
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
）
▼
申
し
込
み
＝

五
月
六
日
貂
〜
五
月
二
十
三
日
貊

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
す
こ
や

か
健
診
希
望
、
受
診
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
〇
四
泉
南
市
信
達
市
場
一
五
八

四
番
地
の
一
・
泉
南
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
※
結
果
は
返
信
用
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
ま
す
▼
問
合
せ=
保

健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お
子

さ
ん
が
主
役
の
教
室
で
す
。
親
子

で
楽
し
く
参
加
し
て
、
み
ん
な
で

仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
七
月
七
日
豺
、
七
月
二

十
八
日
豺
、
八
月
四
日
豺
、
八
月

十
八
日
豺
、
九
月
一
日
豺
、
九
月

二
十
九
日
豺
の
午
前
九
時
半
〜
十

一
時
半
▼
対
象
＝
一
歳
八
か
月
〜

三
歳
未
満
（
平
成
十
二
年
七
月
〜

平
成
十
三
年
十
月
生
ま
れ
）
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
※
但
し
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
め
だ
か
教
室
へ
通

っ
て
い
る
児
童
、
修
了
し
た
児
童
、

ひ
よ
こ
ラ
ン
ド
に
参
加
し
た
児
童

は
除
く
▼
定
員
＝
一
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の
方

に
五
月
末
に
通
知
し
ま
す
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
六
日
貊

ま
で
に
、
お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
母
子
保
健
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
四
か
月
児
健
康
診
査
を
受

診
し
て
い
た
だ
く
際
に
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
同
時
に
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
毎
年
四
万
人
を

超
え
る
結
核
患
者
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
大
人
か
ら
子
ど

も
へ
感
染
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
結
核
に
対
す
る
抵

抗
力
は
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
感
染

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
結
核
に
感
染
し
た
か
ど

う
か
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
検
査
で
陰
性
（
か
か
っ
た
こ
と

が
な
い
）
と
な
っ
た
場
合
に
は
Ｂ

Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
結
核
性
髄
膜
炎
は
約
八
〇
％
、

肺
結
核
は
約
五
〇
％
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

す
こ
や
か
健
診
を

実
施
し
ま
す

四
か
月
児
健
康
診
査
時
に

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

親
と
子
の
遊
び
の
教

室
・
ひ
よ
こ
ラ
ン
ド

▼とき・ところ＝次表のとおり▼対象＝15歳以上の市
民※肺がん検診は40歳以上の方▼費用＝無料（ただし、
肺がん検診で喀痰検査を希望される場合は有料）
▼申込み＝事前申込みは不要です。直接会場へお越し
ください▼携行品＝健康手帳（ない方は当日交付しま
す。ただし四十歳以上の方のみ）▼内容＝▽基本健康

診査（検尿・血圧測定・血液検査・診察等）▽結核検
診（胸部Ｘ線写真）▽肺がん検診（胸部Ｘ線写真、必
要な方には喀痰

かくたん

検査）▼その他＝住民検診を受けた方
は、セット健診は受診できません▼問合せ＝保健セン
ター （薀祗７６１５）

あなたも住民検診で健康チェックしませんかあなたも住民検診で健康チェックしませんか

月日 検診会場 受付時間 月日 検診会場 受付時間 

５月15日貅 

５月19日豺 

５月22日貅 

５月23日貊 

５月６日貂 

５月29日貅 

５月30日貊 

６月３日貂 

６月５日貅 

５月26日豺 浜老人集会場 
岡中老人集会場 
一丘老人集会場 
人権ふれあいセンター 

樽井区民センター 

西信達公民館 

信達公民館 

東信達老人集会場 
兎田老人集会場 
幡代老人集会場 
男里老人集会場 

八幡山自治会館 

新家公民館 

砂川奇勝集会場 10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
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地引き網漁等の体験学習に活用されてきた岡田浦漁港横の砂浜。この砂浜のすぐ近くを通る臨海線の高架
下に岡田浦漁業協同組合の皆さんの呼びかけで、あおぞら教室的な総合学習の広場（公園）が誕生しました。
オープンにさきがけ、西信達校区の子どもたち約１２０人（西信達幼稚園・同小学校１、２年生・同中学

校生徒会や有志）が大集合し、漁協関係者の皆さんと共に、広場周辺に整備された花壇にチューリップやパ
ンジーの花や樹木の植樹を行いました。参加した漁協組合のお一人は、「総合学習の時間等でどしどし、活
用いただきたいですね」と笑顔で話してくれました。 （３月２０日）

海の香りと風を身体で感じよう
岡田浦の砂浜に青空教室が誕生

泉南市で活動しているさまざまなボランティア団
体やNPO法人（３３団体）が一堂に集まり、その活
動内容を広く市民の皆さんに知ってもらおうと「ひ
ろげよう　ふれあいの和」を合言葉に、第１回泉南
市ボランティアフェスティバルがあいぴあ泉南で開
催されました。
当日は、展示・バザー部門、ステージ部門、体験

コーナー、飲食バザー部門の４つの部門が同時進行
で行われ、各団体の活動をご覧になった市民の皆さ
んとの和（輪）がさらに広がったのではないでしょ
うか。 （３月３０日）

ひろげよう！ふれあいの和
泉南市ボランティアフェスティバル

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は０：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

５月６日貂 
　　～ 
５月19日豺 

泉南市で活動中のボランティア団体が集い、 
個々の取り組み等を紹介し、活動のネット 
ワーク化を図るために開催されたボランテ 
ィアフェスティバルの様子を紹介します。 

４月22日貂 
　　～ 
５月５日豺 

堀河ダム奥で整備が進められていた 
里山の自然学校・紀泉わいわい村が 
オープンします。オープン式典の様 
子と主な施設を紹介します。 
４月29日（みどりの日） 
に文化ホール周辺で開催 
された第５回ABCまつり 
の様子を紹介します。 

５月20日貂 
　　～ 
６月２日豺 

救救
急急
協協
力力
者者
にに
感感
謝謝
状状

22

自然環境を守り、昔なつかしい里山の風景を復活
させようと、樽井公民館で活動している泉南の里山
を大切にする会（会長・澤成晃

さわしげあき

さん）が、広く市民
の皆さんに緑の大切さと里山のすばらしさを体験し
てもらおうと植樹フェスティバルを開催。会場とな
った泉南市新家地区にある泉南市保全緑地に、約７
０家族１６０人が参加し、大阪府みどりの基金から
提供された苗木約１５０本（サクラ、花水木、ツバ
キ、ツツジ他）の植樹を行いました。
植樹された木には、樹木名と植樹した人の名前を

記入したプレートが取り付けられ、植樹した人がそ
の木のオーナーとして、樹木の成長観察・保護育成
を行っていくそうです。 （３月１６日）

みんなで育てよう泉南の森
植樹フェスティバルが開催

毎年市民の皆さんにご好評いただいているチュー
リップのつみとり園。今年は、市域の山間部で整備
が進められている（仮称）泉南市農業公園内で開園
され、泉南市花卉組合

かき く み あ い

（組合長・浅羽伸治
あさ ば し ん じ

さん）の
皆さんが育ててくれた約１８品種、６万球のチュー
リップが見事に咲きそろいました。
お好みのチューリップが２０本で５００円という

格安もあり、期間中は約１０,０００人以上と大勢の
家族連れなどでにぎわいをみせました。
また、開園期間中の土・日曜日には、泉南市の特

産品でもある切り花や洋ランの即売も行われ、とぶ
ような売れ行きでした。 （４月５日～４月１３日）

春の陽気にさそわれて‥
今年も満開、赤・白・黄色

チ
ェ
ッ
ク

三
月
四
日
、
阪
和
自
動
車
道
で

交
通
事
故
が
発
生
。
こ
の
交
通
事

故
現
場
を
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然
通
り
か
か
っ
た
和

歌
山
市
消
防
局
の
職
員
三
人
（
写

真
右
か
ら
大
浦
正
男

お
お
う
ら
ま
さ
お

さ
ん
、
山
崎

や
ま
さ
き

敏
男
と
し
お

さ
ん
、
重
岡
順
子

し
げ
お
か
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん
）
が

手
分
け
し
な
が
ら
、
傷
病
者
の
安

全
を
確
保
。
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
傷
病
者
に
応
急
処
置

を
実
施
す
る
な
ど
し
、
そ
の
後
救

急
隊
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

三
人
の
迅
速
か
つ
的
確
な
応
急

処
置
等
の
対
応
に
対
し
、
三
月
二

十
四
日
、
泉
南
市
消
防
本
部
に
お

い
て
、
西
川
勝
文

に
し
か
わ
か
つ
ふ
み

消
防
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
譛
日

本
防
火
協
会
（
会
長
・
徳
田
正
明
）

か
ら
の
助
成
を
受
け
、
小
型
消
防

ポ
ン
プ
一
式
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
購

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
平
成

十
四
年
度
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安

全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
一
環
で
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
器
材
は
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
の
防
火
訓
練
や
予
防
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報

活
動
、
災
害
現
場
等
で
幅
広
く
活

用
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
消
防
本

部
（
薀
祕
０
１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
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広報せんなん４月号（４５４号）に引

き続き、信達金熊寺の信達神社にある珍

しい木をご紹介しましょう。今回ご紹介

する木は「カンザブロウノキ」です。実

はこのカンザブロウノキ、自生している

ものとしては、大阪府内においてこの信

達神社でしか見られないといわれるほど

珍しいものなのです。

カンザブロウノキはハイノキ科

の常緑樹で、本州の静岡県以西、

四国、九州、台湾などに自生

しています。葉は革質で表面

に光沢があり、長さが１０

～１５cm、夏には小さな白

い花をつけます。

信達神社のカンザブロウ

ノキは「おがたまの木」の

すぐ南側にあります。幹周り

は最大で約６０cmを測り、地

表から約２ｍで二つに分かれて

います。周辺は他の木や竹林のた

め全体に薄暗いのですが、カンザブロ

ウノキの特徴で樹皮（木の表面）が灰白

色をしていることから、その中でもよく

目立っています。

しかし、この木の一番の特徴はその不

思議な名前といえるでしょう。カンザブ

ロウノキの名前の由来については、いろ

いろな説があります。一般に「カラスの

かんざぶろう」といわれることから、カ

ラスとの関連で結びつける説（この木の

実をカラスが好んで食べるなど）のほか、

カラスとはまったく無関係で、「神
かん

さぶる」

という古語に由来するとの説があります。

「神さぶる」は「神々
こうごう

しい」という意味で、

三重県の伊勢神宮では１万本のカンザブ

ロウノキがあり、まさしく「神々しい」

景観を形成しています。これを「神さぶ

る木」と称していたのが、いつのころか

らかカンザブロウノキに転じたというも

のです。

いずれにしても、この木の不思議な名

前の由来は不明といわざるをえません。

みなさんはどのようにお考えになるでし

ょうか？

信達神社のカンザブロウノキ

～泉南のみどり・５～

螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳螳
螳 

東幼稚園蘆 
東小学校蘆 

金熊寺 
　トンネル 

蘆駐在所 

泉佐野岩出線 

阪和自動車道 

蘆砂川高校 

ＪＲ和泉砂川駅 
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